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「菅井貴子さんと考える異常気象と環境」JICAを通
じて世界で活きるとかちの知恵と題した講演会に
つづき、多くの関係諸団体より御来賓をお招きし
グループごとのフリーディスカッションを交えた
有意義な例会でした。

－ゲスト－
　講　師　フリーキャスター菅井貴子様
　◎JICA北海道（帯広）
　　黒川恒男理事・睦好絵美子代表・小林伸行課長
　　河田健司調査役・宮腰雅年様
　◎青年海外協力隊OB会
　　青年海外協力隊北海道道東OB会　小川忠幸会長
　　編田照茂様
　◎帯広畜産大学
　　長澤秀行学長
　◎帯広市
　　嶋野幸也副市長・合田隆司部長・下森法人課長
　　梅津典子課長補佐・青木弘子係長
　◎帯広商工会議所
　　髙橋勝担会頭・橋枝篤志専務・河合文宏部長

会長報告
• 今回通常例会の日時場所が変更になったのは、講師
の菅井様が番組の都合で土曜日しか時間がとれなく、
またそれによって会場の変更もさせて頂きました。

• 講演会・会場・懇親会の三部門をそれぞれJICA・
帯広市・西クラブの役割分担した、三者合同の講演
会並びにJICA・NIGHTです。

• 今回の事業を企画した理由は、私自身がJICAでオ
リエンテーションの講師をしていたきっかけで帯広
のセンターの危機を感じた為です。研修の他、地元
で素晴らしい国際交流をして頂いており、もしこれ
を失う事になると地域として大きな損失になるから
です。

• 今日は自分たちが地元でどんな国際奉仕ができるか
を考える例会として越智委員長はじめとする国際奉
仕委員会に今日の例会をお任せしました。JICAの
活動が今後とも有意義で地元に多くのサポーターが
いることを忘れないで活動して頂ければと思います。

会務報告
•10月5日RI2500地区　地区大会のご案内
•各市内クラブ休会のご案内
•各市内クラブ移動例会のご案内

プログラム　「JICA・NIGHT」
　内容は次ページに掲載。

懇親会の様子

会長報告
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■プログラム
◎映像による開発途上国の現状と支援の必要性の説明
◎JICAについての理解度を調査したアンケート内容を発表
◎委員長挨拶
　 越智国際奉仕委員長より主旨説明及び各団体の交流と相互理解を深
めて下さいとの挨拶。
◎JICAの現状と展望について
　 国際協力機構黒川理事より事業仕分のプロセスを超えられた地元へ
のお礼と、新しい発想で新しい関係をつくりたいとの思いで、引き
続きの理解と支援のお願いをされました。
◎JICAへの思い
　 嶋野副市長からは国際化の街づくりのためにもJICAの協力の必要
性を訴えられ、また髙橋会頭からは食料不足や水不足において十勝
は大きく貢献できるので、より一層の協力が重要であると、それぞ
れの立場や経験談を交え、思いを語られました。
◎JICAからの思い
　 睦好代表より地元の方々の研修生への温かいホスピタリティーを続
けて頂きそれに応えた有意義な事業を展開してくので今後とも宜し
くとのご挨拶を頂きました。
◎乾杯
　 長澤学長よりこれから益々 JICAも含め地域一体となって帯広が国
際協力の先進地域になることを祈念して乾杯の御発声をして頂きま
した。
◎フリーディスカッション
◎感想発表
　 飯田会員よりはJICAは十勝帯広財産であり、その必要性を改めて
感じたと、また三野宮会員よりは設立時からの関わりやJICAを通
しての人脈や人を育てることに大いに役立つと熱く語って頂きまし
た。最後に鈴木会員より日本が躍進した今回のロンドンオリンピッ
クのチーム力にたとえ、オール帯広・チーム十勝として力を発揮し、
5年後10年後をイメージしながら、帯広ができる国家貢献をそれぞ
れの立場でチーム力を高める必要性があるとの発表がありました。
◎閉会の辞
　 川上会員より一般市民の認知度の高揚とアドレナリンを出して帯広
のJICAを残す信念を持つことが大切であると述べ本会を締めて頂
きました。

　横浜市出身の気象予報士、UHB「U型テレビ」で活躍されているフリーキャ
スターの菅井貴子さんが異常気象と環境問題について身近な十勝の気象状
況を例にクイズを交えた楽しい語り口で解り易くご講演頂きました。
　第二部では独立行政法人国際協力機構黒川恒男理事と菅井キャスターが
「JICAを通じて帯広・とかちの技術を世界に」と題してスライドを使いなが
ら対談が行われました。

黒川理事

睦好代表挨拶

乾杯　長澤学長

閉会の辞　川上会員

JICA国際協力トークイベント


